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3 実数®; ¯に対し，®; ¯の大きいか等しい方をmaxf®; ¯gで表す．例えば，maxf1; 2g = 2，maxf3; 3g =

3である．¤については+; ¡の 1つが入る．

(1) 0 5 x 5 1で f(x) = maxSx; 1
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である．

(2) 0 5 x 5 2¼で f(x) = maxfsinx; cosxgとすると，
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それ以外の xでは f(x) = cosx

である．

(3) f(x) = maxf2x2 ¡ 3x+ a; ¡x2 + 5xgとする．

0 5 x 5 1で f(x) = 2x2 ¡ 3x+ aとなるのは，a = ¤ メ のときである．

(4) a > 0とする．0 5 x 5 1で f(x) = maxSax; 1
2
(1¡ ax)kを考える．このとき，
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f(x)dxを計算すると，
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である．


